

































































































































































































































































































































































































































だいた。また、2009年12月には、同じ Sendai Design 
Week のイベントで、せんだいメディアテーク５階に
てTSUKIURAというブランド名の中の商品として展
示発表した。玄昌石の石粉を活用するという新しい考
え方の地域発信ブランドで、石巻の素材を使用したと
いうことで石巻の月ノ浦にちなんだブランド名として
今後開発を進めて行くこととなった。
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図14：伊達冠石一輪挿しＢ
図15：伊達冠石一輪挿しＣ
図16：2008年11月　せんだいメディアテーク
図17：2008年11月　せんだいメディアテーク
図18：2009年12月　せんだいメディアテーク
７．まとめ
　石素材のインテリアグッズに関しては、大理石の世
界的産地であるイタリアで多く開発されている。エッ
トーレ・ソットサス率いるアルキミアなどがポストモ
ダニズム運動の一環として大理石を使用したオブジェ
的インテリアグッズを世に出していたが、アートとし
ての作品の扱いで一般的な市場に流通する商品として
の展開はなかった。
　石という素材は、重く、加工が容易でないので建材
や家具の天板、台などの用途として使われていた。し
かしながら、石そのものではなく、その加工時におけ
る端材や石粉においても有効的なプロダクツの考え方
が可能であることと、単純な加工と他素材との組み合
わせ、表面処理の工夫により、人口材では不可能な石
独特の質感や重量感を引き出し、魅力的な商品へと展
開させる可能では十分ある。今までにない希少な質感
や表現を試み、生産性を効率良く行い、適正な価格に
なるように工夫し、市場での存在感を示さねばならな
い。それには、海外の市場にも視野を入れて、ジャパ
ンブランド支援事業参入や、メゾン・エ・オブジェな
どの展示会に積極的に参加して日本の素材の美しさ、
価値観の高さ、魅力を訴求して行きたい。まだまだ、
それぞれのプロダクツは、試作段階で商品化に向けた
研究、開発が必要になる。
　尚、この研究においては、宮城県産業技術総合セン
ターの伊藤克利氏、伊藤利憲氏から資料提供があっ
た。また、玄昌石関連の開発には、雄勝硯生産販売協
同組合さんに、伊達冠石関連の開発には、山田石材計
画株式会社さん、石粉を使用したガラス器の開発に
は、ガラス工房海馬の村山耕二氏、石粉を使用した陶
器の開発に関して、石巻の無盡窯　遠藤寿哉氏の協力
があって実現した。この場を借りて謝辞を述べたい。
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